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【 No.689 2015/7 第2例会 】

第2830回例会

2015-2016年度RIテーマ：

「世界へのプレゼントになろう」

安城ロータリークラブ会長方針：

「原点に帰ろう
～BACK TO THE STARTING TO POINT～」

【7月のクラブ内例会・委員会予定】
17日 クラブフォーラム事業計画発表

職業分類.親睦活動.会員選考. プログラム.会員増強.クラブ会報.広報.ニコボックス

＊第１回クラブアッセンブリー

24日 七夕例会

七夕親善大使 市川沙季（いちかわさき）様・岩月美緒（いわつきみお）様・野田万里伊(のだまりい)様

協賛会役員 白谷隆子（しらやたかこ）様・山本和裕（やまもとかずひろ）様

事務局 杉山正真（すぎやまただちか）様・稲垣創一（いながきそういち）様

1. 7/17例会終了後会議室にてクラブアッセンブリーを

行います。

2. 7/31(金)は7/30(木)に例会変更いたします。

当日は100％例会です。

3. 10/31-11/1に開催されます、地区大会のパンフレット

を配布いたしました。



■　職業奉仕委員会

■　社会奉仕委員会

委員長　稲垣　淳君

　◆　クラブフォーラム事業計画発表

職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕・青少年奉仕・出席・会場・雑誌・ロータリー情報

委員長　市川　護君

31日→30日（木） 例会変更いたします

卓話担当 神谷研君

卓話者 吉田光範（よしだみつのり）様 ㈱ヨシダサッカースクール代表取締役 サッカー元日本代表

テーマ 「サッカーを通じての地域貢献」

《7月の行事予定・地区会議》

11(土) 青少年交換プログラム「受入説明会」 14：00～ 名古屋丸の内アレックスビル1F

15（水） 地区内広報・雑誌委員長会議 16：00～ 名鉄グランドホテル11Ｆ柏の間

17（金） 会員増強セミナー 15：00～ 名古屋国際センター 別棟ホール

18(土) 第1回IA委員会 愛知青年の家

20（祝・月） ＩＡＣ年次大会 10：00～ 国際会議場

22(水) 第1回ロータリー財団監査委員会14：00～ ガバナー事務所分室

23-31 第28回IAC海外派遣研修 オーストラリア・パース

24(金) 第1回地区社会奉仕委員会 15：00～ガバナー事務所

30(木) 安城七親会打ち合わせ 18：30～川本

「職業奉仕」はロータリークラブの会員がそれぞれの職業に奉仕の心
と、倫理感をもって社会に貢献していくことだと考えています。これはあ
る意味当たり前のことですが、なかなか難しいことでもあります。今年度
は会長方針として「職業奉仕はなにかを究めよう」が掲げられており、職
業奉仕委員会としては、職業奉仕に関する講演会と職場例会を予定し
ています。
講演会は会長のご尽力により、伊丹ロータリークラブの深川純一様の講
演が予定されています。
職場例会は健診センターと新病棟が開設された八千代病院で行い、皆
様に安城市の医療の実情をご覧いただき、医療を通じた社会奉仕を考
えていきたいと思っています。会員の皆様のご指導ご協力をよろしくお
願いいたします。

委員(副)小野内宣行・野村繁雄

社会奉仕はロータリアンが「超我の奉仕」を実証する機会であります。
地域に住む人々の生活の質を高めることや、公共のために奉仕することはとても良いことです。社会奉仕委
員会は、他の地域団体と協力し、地域活動に積極的に参加し、地域社会に役立つ活動をしてまいります。

①地域の皆さんの利便性と安城市の発展の為、三河安城駅に新幹線

ひかり、 JＲ三河安城駅に快速電車を停車させる為の啓蒙活動。

②地域共同体(ＲＣＣ)安城少年野球サークルへの協力
安城ロータリー杯争奪少年野球大会(VS 岡崎) 2015年11月3日(火･祝)

安城ロータリー旗争奪少年野球大会 2016年2月20日(土)・21日(日)
③環境保全５３０運動と油が淵清掃活動への協力

④地域社会の優れた活動に対する顕彰と協力

よろしくお願いします。

委員(副)外山勝美・鳥居博行・成瀬介宣・藤井英樹



■　国際奉仕委員会

■　青少年奉仕委員会

■　出席委員会

委員長　山口　研君

委員長　石川　博君

委員長　加藤　英明君

会長方針の第１項 １００％デーを実施します。

基本方針「原点に帰ろう」の親睦につながる例会への出席は会員の基本的な奉仕です。出席率向上は会場委

員会やプログラム委員会との連携も重要です。

意義のある楽しい例会づくりにより、出席率の向上をめざして活動して参ります。

グローバルな現代、安城市にも海外の方々が約5,500名住んでみえます。
国際奉仕委員会は、近年カンボジア・ミャンマーへ出向き支援を行って来
ましたが、今年度は安城市国際交流協会と合同企画で、安城在住の方と
の異国の多文化交流会の開催を企画しています。

1. 安城市在住の方と多文化交流会の開催。
2. 米山奨学金への協力
3. ロータリー財団への寄付金率向上

委員(副)内藤教恵・神谷 研・奥田法行・松本隆利

ロータリー章典には「若い世代の多様なニーズを認識しつつ、よりよき未来をもたらすために彼らの生活力
を高めることによって、若い人々に将来への準備をさせることは、ロータリアンの責務である」と書かれていま
す。青少年委員会は、インターアクト、ローターアクト、ＲＹＬＡ、青少年交換プログラムを通じて、青少年ならび
に若者が地域社会や国際社会に貢献し、その喜びを感じて欲しいと考えます。

さらに今後、４委員会の相互交流を進め、お互いの活動内容をより良く
知る交流活動を進めていきます。

青少年交換プログラムでは、高校生が一年間の交換留学をし、ホーム
ステイや学校生活を通じて、外国の文化や習慣を体得させます。言葉や
文化、習慣の全く異なる外国での生活を体験することで、それらを理解し
国際感覚を身に付け、将来の国際相互理解と世界平和の推進に役立つ
ことをロータリーでは願っています。

そして留学生は、日本と外国の「架け橋を築く」という責務があり、若き
親善大使として、新しい友人を作りながら、世界を一つにする役割を担
います。人や異文化に触れ、そこから学び、人生の中のかけがえのない
経験となるような活動を実施して参る所存です。
青少年奉仕委員会の「ロータリーの原点に学び、友情と寛容の輪を拡げ
よう」という方針のもと、地域社会、また国際的にもその輪を拡げていく
活動に力を入れて参ります。会員の皆様のご支援、ご協力を宜しくお願
い申し上げます。

委員(副) 成田孝則・石川徳重

≪具体的な活動内容≫

1. １００％デーの提案。毎月第２または第３例会を設定します。

2. 例会欠席の場合は前日までに出席委員・事務局への事前連絡の

励行を推進します。

3. メイキャップ情報の提供により、例会欠席の前後２週間以内の

メイキャップの完全実施の奨励をしていきます。

4. 出席受付時の挨拶励行により明るい例会スタートづくりをします。

会員皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

委員(副)鳥居博行・岡田良三・石川徳重・大坪久乃



■　会場委員会

■　雑誌委員会

■　ロータリー情報委員会
代読　都築　雅人君

委員長　 　大見　宏君

委員長　近藤　裕保君

委員長　辻　隆士君

雑誌委員会では例会時「ロータリーの友」の海外、国内の興味深い事業活動、併せてロータリアンとしての
情報も抜粋して紹介させていただきます。

「原点に帰ろう」の会長方針の下、ロータリー情報委員会は「原点」で

ある「ロータリーの本質」に関する情報を様々な方法で提供していきた

いと思います。

1）入会３年未満の会員がロータリーの原点を理解する研修の実施（３

回程度）。

2) 会員がロータリーの原点を再認識できるような研修例会の実施。

3) 入会３年未満の会員が、よりロータリー活動に関心を持ち、先輩会

員と親睦を深めるためのファイヤーサイドミーティングの開催。

会員の皆様のご協力をお願いします。

委員(副)都築雅人・永谷文人

本年度の会長基本方針の一つである「例会の内容をより充実したも
のにしよう」という事から、会場委員会では、まずは会員のみなさんが、
ゆったりと過ごせられる場になるようにしていきたいと考えております。

会場の設営等は、従来のやり方を踏襲していく予定でございます。
司会進行は、「卓話の時間確保」を重点に考えております。そのため
には、あらかじめ、所要時間の確認をさせていただくなど、時間配分を
していきたいと考えております。会員皆様のご理解ご協力をお願いい
たします。

委員(副)岩井春次・川合昭道・海部広明・中村浩一

雑誌委員会では例会時「ロータリーの友」の海外、国内の興味深い事
業活動、併せてロータリアンとしての情報も抜粋して紹介させていただ
きます。
会長方針に「あらためてロータリーに参加する意味を考える」とあります。
時間配分に気を配りながら、一つでも多くの情報を会員の皆様に発信
し雑誌紹介を一つのヒントに考えていきたいと思います。又、年度後半
には新入会員の皆様にも雑誌紹介をしていただこうと考えております。
私も初めての委員長を務めさせて頂くにあたって原田大先輩、横田大
先輩のお二人にご指導を仰ぎながら勉強させていただきます。1年間宜
しくお願いいたします。

委員(副)原田慶三郎・横田秋三朗


